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新型コロナウイルス感染症に関する本市の対応状況 

（5 月 13 日時点） 
 

 本市における新型コロナウイルス感染症に関するこれまでの対応状況について、以下

のとおり取りまとめましたのでご報告します。 

 

（１）主な対応の経緯について 

【市】1/28 飛騨市新型コロナウイルス感染症情報共有会議 設置 

2/27 国から全国の小中学校・高校、特別支援学校の臨時休校要請 

2/27 岐阜県対策協議会 設置 

【市】2/27 飛騨市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 設置 

   2/28 県「総合アクションプラン」策定 

【市】2/28 市内事業者等への緊急支援（第１弾） 

（１）飛騨市中小企業経営安定資金融資制度 

（２）子どもの居場所づくり事業の拡充 

（３）飛騨市まるごと職員食堂キャンペーン 

（４）「飛騨市の酪農家を守ろう」キャンペーン 

3/2  県立の高校、特別支援学校の休校開始（春休みまで） 

【市】3/3  飛騨市内の小中学校の臨時休校開始（春休みまで）  

【市】3/13 市内事業者等への緊急支援（第２弾） 

（１）飛騨市雇用調整支援金 

（２）飛騨市生活支援資金貸付制度 

（３）インターネット環境整備事業の補助拡大 

（４）飛騨市プレミアム食事券発行事業 

（５）飛騨市物産展 on Ｗeb キャンペーンの開催 

（６）飛騨市宿泊事業緊急対策事業 

【市】3/16 市長メッセージ①「新型コロナウイルス感染症対策について」 

【市】3/21 飛騨市からのお知らせ（VOL１） 

3/27 知事メッセージ「不要不急の外出を控える」「３密の回避」 

4/3  県による「ストップ 新型コロナ ２週間作戦」（4/4～4/19） 

（１）不要不急の外出を控える 

（２）３密の回避 

（３）学校再開に伴う感染拡大の強化 

（４）社会福祉施設における感染予防対策の強化 

（５）計画的在宅勤務の促進 

（６）県直営施設等の完全休館 
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【市】4/4  市長メッセージ②「飛騨市版「ストップ新型コロナ２週間作戦」」 

（１）感染防止対策の徹底 

（２）市直営施設の一部休館（～4/19） 

4/7  国による「緊急事態宣言」 

         ・東京都、大阪府、埼玉県、千葉県、神奈川県、兵庫県、福岡県 

【市】4/7  市長メッセージ③「「国の緊急事態宣言」発出について」 

（１）対象地域への外出・出張等の回避を依頼 

（２）愛知県、岐阜市周辺、富山市も同様の対応 

【市】4/8  市長メッセージ④「誤った新型コロナウイルス感染に関する情報について」 

【市】4/8  小中学校の休校開始（～4/19） 

【市】4/9  市内事業者への緊急支援（第３弾） 

（１）販売促進事業支援制度 

（２）起業化促進補助制度の補助率拡大 

（３）店舗リニューアル補助制度の補助率拡大 

（４）特別融資制度の創設 

（５）「返済ゆったり資金」に対する利子補給制度の創設 

（６）「新型コロナウイルス感染症対策資金」「危機関連対応資金」 

に対する保証料補給制度の創設 

4/10 県による「非常事態宣言」 

【市】4/10 市長メッセージ⑤「県の「非常事態宣言」に伴う飛騨市の対応に 

ついて」 

（１）小中学校等の休校・休園の延長（～5/6） 

（２）市有施設の休館（～5/6） 

（３）外出の自粛、３密の回避 

（４）市の支援策の活用 

（５）デマへの対応 

     4/16 国による緊急事態宣言を全国に拡大、岐阜県は「特定警戒都道府県」 

        （緊急事態措置期間：4/16～5/6） 

     4/16 県より、施設の休止や営業時間の短縮の要請（要請期間：4/18～5/6） 

        協力金 １事業所あたり５０万円 

  【市】4/17 市長メッセージ⑥「緊急事態宣言と岐阜県の休業要請について」 

     4/18～5/6 施設の休業、営業時間の短縮 

  【市】4/22  議会全員協議会への説明 

【市】4/22  市内事業者への緊急支援（第４弾） 

（１）“返済免除付き”生活支援資金貸付制度 

（２）住宅確保給付金（国制度）への対応 

（３）市の直接雇用による緊急雇用創出 

（４）みんなで仕事づくり応援パッケージ 

（５）畜産・酪農農家向け利子補給制度の創設 
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（６）ステイホーム支援サービス緊急推進補助制度の創設 

（７）おうちで飛騨市満喫キャンペーンの開催 

（８）飛騨市に来られないご家族・ご友人に飛騨から愛を贈ろうキャン 

ペーンの開催 

（９）飛騨市プレミアム食事券発行事業の使途拡大 

（10）飛騨市まるごと“テイクアウト”職員食堂キャンペーン 

（11）市内事業者との連携による建物消毒体制の強化 

（12）飛騨市役所フリーアドレス化による３密対策の強化 

     4/24 小中学校・放課後児童クラブの休校の延長（～5/6→～5/31） 

4/30 高山市・飛騨市・白川村合同緊急記者会見 

・緊急共同メッセージ「飛騨はお休み中です」の発信 

4/30 国、県への緊急要望 

【要望先】岐阜県知事 

自由民主党政務調査会長 

内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室長 

厚生労働省職業安定局雇用開発企画課長 

農林水産省畜産部畜産企画課長 

内閣府地方創生推進事務局審議官 

（１）岐阜県新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の見直し 

   ※県のみ要望 

（２）「新型コロナウイルス感染症対策として発行する地方債」制度の創設 

（３）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（仮称）の算定 

（感染状況に関わらない方法等） 

（４）新型コロナウイルス感染症による緊急雇用対策 

（５）プレミアム付商品券の規制緩和 

（６）肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）の早急な交付等 

（７）雇用調整助成金を受けられない事業者の雇用者への支援 

【市】5/1  新型コロナウイルス感染症緊急対策（第５弾）※臨時議会 

（１）特別定額給付金（国事業）への対応 

（２）子育て世代への臨時特別給付金（国事業）への対応 

（３）新型コロナウイルス感染症傷病手当金の創設 

（４）市外で学ぶ学生応援！飛騨のうまいもんお届け大作戦の実施 

（５）飛騨市新型コロナウイルス感染症総合相談窓口の開設 

（６）飛騨市史上最大級の“飛騨市プレミアム商品券”の発行 

（７）金融機関と連携した“飛騨市プレミアム電子地域通貨”の実施 

（８）緊急経済対策住宅リフォーム補助制度の創設 

（９）小中学校の臨時休業に係る家庭での学習・生活支援 DVD の作成 

（10）飛騨牛を食べよう！贈ろう！キャンペーン（仮）の開催 

（11）岐阜県新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金への対応 
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     5/4 国による緊急事態宣言の延長（～5/31） 

     5/5 県による緊急事態措置等の延長（休業要請の延長～5/31） 

  【市】5/6 市有施設の休館等の延長（～5/31） 

 

（２）本市の状況について 

１．感染者の状況 

現在のところ、本市における感染者は確認されていません。 

２．本市への影響 

１ 市内の観光業、飲食業、宿泊業の状況（定点観測は５月１１日現在） 

 4/29～5/11（毎週火曜 13回目）定点観測 25 事業所+スポット調査 累計 780 件調査 

 

①宿泊業（ホテル・旅館・ゲストハウス）（8 事業所） 

 6月見込 95％減  ビジネス客のみ。夏以降、昨年予約もキャンセルの見込み。 

5月中旬見込 95％減 営業自粛要請で予約入れず。自館判断で休業延長３館。 

（見通し）緩和策で飛騨市民宿泊に期待。 

 

②宴会・仕出し業（宴会・仕出し屋）（6事業所） 

 6月見込 90％減  いよいよ資金繰りが厳しくなる。法事の問い合わせのみ。 

5月中旬見込 90％減 宴会は全くなし。仕出屋はテイクアウト弁当で賄っている。 

（見通し）食事券、商品券で宴会予約先払い制など店舗独自施策に知恵の出し合い。 

 

③飲食（地元系そばうどん・喫茶・寿司・居酒屋・スナック）（9事業所） 

6月見込  75～80％減  非常事態宣言解除→休業・時短等で左右される。 

5月中旬見込 80～90％減 休業要請全休店舗あり正確値が取れていない。 

スナック 100％休業状態  昼営業はテイクアウトで戻った感あるが夜営業は時短で苦戦。 

 （見通し）テイクアウト、食事券、商品券で宴会予約先払い制など店舗独自施策に知恵の出し

合い。休業が続くスナックへの支援策が必要。 

 

④観光飲食（2 事業所） 

 6月見込 80％減 調査事業所が昼営業。スポット調査でも昼営業で地元客戻った声有り。 

5月中旬見込 90％減 1社は地元昼客が戻り。1社は弁当事業で賄う。 

 （見通し）観光客主対応は緩和以後も厳しい。 

 

⑤金融機関   

5/1～県制度融資 3000万開始＋市コロナ特別制度 5000 万＝8000 万円 

 高山市 1億円融資に比して見劣りしない内容となっている。 
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 飲食業 協力金 50万＋持続化 100万。一息つくが抜本解消にはならず。 

 

⑥飲食店の市施策に対する声（※一部、景気動向調査内容に重複） 

 ・返さなくてよい補助金。（10/10 事業支援販売促進など）＋給付金が欲しい。 

 ・補助金等の利用方法が難しく分からない。（→市役所への相談願う） 

 ・昼は戻ってきた。喫煙法施行で分煙するために全面改装必要。これが困る。 

 ・食事券、自粛緩和で期待。（→商品券の先払い予約など店も知恵を出して） 

 ・市の多種支援策に感謝。 

 ・食事券、食料品店弁当使用可能かお尋ね客多数。（６月以降商品券で使用可能） 

  

【製造業等】※製造業等の聞き取りは５月９日到着分まで 

 ・自動車部品関係３事業所 受注減。以前の北米・欧州に加え、アジア工場でも生産調整。 

   連休以後続けて従業員の 5月休業計画提出し、雇用調整助成金対象に含める。 

・粉砕系事業所＝コンスタントに受注できたが、今後は減産見込。 

 ・木工製品事業所＝家具催事の自粛影響。5月以降の受注減確実。 

（今後の見通し） 

 ・現在はサプライチェーンとしての海外取引自体の影響が大きい。 

 

【主な事業者の声】（景気動向調査より 5月 9 日現在） 

令和２年上期・景気動向調査 コロナウイルスに関する影響調査（206／338社・60.9％） 

 

【建設・建築】 

・現在の世間の状況で、自宅を建てよう、改修しようという気分にはならないと思う。またこちらから

声を掛けるのも気が引けるので、この先の見通しは全くなし。＜建築業＞ 

・以前の受注により今までは仕事があったが、今後の受注が困難になるのではないかと懸念されます。

＜建築業＞ 

 

【機械・製造】 

・新型コロナウイルスによって受注数の大幅減少＜精密機械＞ 

・運送業等の大口顧客の仕事量減少は、時間差はあるがいずれ波及してくると思われる。 

＜自動車関連＞ 

 

【電気工事・管工事・鉄工】 

・資材が入らない。市場が冷えた分、受注が減った。＜電気工事・販売＞ 

・これから関連会社の中で感染者が出た場合、工事予定にどんな影響が出るか分からない。 

＜電気工事＞ 

・商品が多少遅れている。＜鉄工所＞ 

・資材が手に入りにくい。営業ができない。６月以降の案件がみえない。＜電気工事＞ 

・中国製部品の関係で水回り製品が届かない。＜管設備＞ 
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【旅館・観光・タクシー】 

・宿泊キャンセル他。＜宿泊業＞ 

・タクシー利用客が減少、特に夜間、飲みに出る人が減り、歓送迎会等も一切なかったため営業に出な

い。休校のため、スクールの送迎も４月は２回のみ。昨年に比べて、売上が半分以下になってしまっ

た。＜タクシー＞ 

・お客の減少。＜観光会社＞ 

・立地的に富山が近く、普段から富山のお客様が多いので今後休業を解除した後の対お客様が心配で

す。＜指定管理施設＞ 

 

【菓子製造・酒製造・土産等】 

・注文の減少、イベントの減少による売上減少。＜和菓子製造＞ 

・新年からの飲食、料飲店での需要低下、観光客数減による地域内販売店及び当店における売上減。＜

酒製造業＞ 

・大手取引先のイベント販売キャンセル、観光用商品減少、業務用の売先が無い。＜麺製造＞ 

・２月、３月時、観光客の減少により売上減少。＜土産品販売＞ 

 

【衣料・服飾】 

・祭りの中止、イベントの中止、学校行事の中止による売上減。行楽、旅行中止による購買意欲の低下、

商品の入荷不足。＜総合衣料＞ 

 

【飲食・食料品】 

・売上減少、雇用賃金。＜仕出し・弁当＞ 

・売上減少、サービス周知の難しさ。越境する方を疑うわけではないが、不特定のお客様来店によるコ

ロナ拡散の心配。これまでの不況で貯金を切り崩して生活していた。貧しさには耐性があるが、この

先もお金が入らないと生活ができなくなる不安。＜飲食業＞ 

・給食関係の注文がキャンセルになった。仕出しの仕事がない。⇒区、各団体の口取り、祭の仕出しな

ど。＜食料品＞ 

・観光客が減った事により、果物、弁当等の売上が落ちた。午後からのお客のほとんどが観光客（外国・

日本共）だった。＜食料品＞ 

・宴会が９割減に４月からなっている。予約が入らない。支払いが厳しく、健康保険料も払えない現実

です。＜飲食業＞ 

 

【その他】 

・中国との取引関係があったので心配したが（初めだけ材料が遅れた）、今は順調です。個人の仕事は

少なくなりました。＜造園業＞ 

・皆さんが出かけないので、ガソリン等の売上が半減していて、このまま長引くと経営が大変になると

思います。＜石油販売＞ 

・消費が少なく商品が売れない。コロナウイルスの影響で中国より部品製品が入らないため、売れる物
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が売れない。＜家電販売＞ 

・家具催事の自粛など、売上の機会が減少。また緊急事態宣言以降の取引先への営業活動が大幅に制限

されたことにより、５月以降の受注が懸念される。＜木工業＞ 

・取引先観光業に関わるおみやげ製造をしている先の受注が大幅に減少。＜紙製造業＞ 

・今の所販売物なし。＜果樹園芸＞ 

・３月観光地へのイワナの出荷が止まった。20万円から 50 万円くらいで、３月に限っては大したこと

はない。今後はきびしいと思う。＜水産業＞ 

 

 

２ 農業・水産業・畜産業の状況 

【農業】 

 ・農産物の出荷時期前及び出始めの時期であり、今のところ大きな影響はない。 

 ・アスパラガスやホウレンソウ、しいたけなど、家庭で食される農産物は大きな影響を受けて

おらず、価格も平年並みかやや高めで推移したが、ここにきてホウレンソウの値がやや下が

っている。暖冬により出荷のピーク（価格低下）が早まっており、このままの量であれば、

６月までこの状態が続くと思われる。 

 ・外国人技能実習生を雇用する農家では４月新規実習生（新規追加人材）が入国できていない。 

 ・花卉に関して、冠婚葬祭の需要が減少していることから価格に影響が出始めている。飛騨市

の生産者は一部今週末からの出荷となり、影響を受ける恐れがある。岐阜県庁で行っている

月に一度はお花を買って帰る「フラワーフライデー」を JA ひだが取り組み、市役所でも協

力し花卉の消費拡大につなげたい。 

 ・市内の農産物直売施設（３施設）のうち、三寺めぐり朝市および地場産市場ひだは５月７日

から営業再開（三寺めぐり朝市は８時～１１時までの時短営業）。 

（今後の見通し） 

 ・ホウレンソウは例年より早めで５月中旬、トマトは７月から本格的な出荷時期をむかえる。 

 ・水稲の育苗に関しては例年通りのため、田植えの時期は５月中旬以降となる見込み。 

 ・花卉に関しては、需要がお盆などの時期によって変わり、価格も同様に変動するが、全体的

に低迷することが予想される。 

 ・飲食店、宿泊施設の休業等により、米やソバの需要が減っており、今年生産される米やソバ

の価格が下落する可能性がある。個人の需要が少ないソバは新たな販路の確保も必要にな

る見込み。 

 ・農家から感染者が出た場合、代替人材の確保が難しい。 

【水産業】 

 ・料理店等からの注文が途絶え、出荷量が減少している。 

 ・４月中旬以降、釣り堀や飲食店への出荷が大幅に減少し、宮川下流漁協の放流が延期となっ

ていることにより、成長しすぎた規格外魚となり、餌代もかさんでいる。 

・一部の業者は他地域の放流等への出荷で経営を繋いでいるが、河川放流、釣り堀及び飲食店

等を主な出荷先としている業者は厳しい状況。 

・その中で、宮川下流漁協から年度当初の計画通り放流するという方針が示されたため、現状
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では大きな被害を免れた。 

・今後は釣り堀や飲食店の需要回復に期待している。 

（今後の見通し） 

 ・現状が長期化すると、経営が悪化し資金繰り困難となる恐れがある。 

【畜産業】 

 ・枝肉相場価格が下がっており、収入減少による経営悪化が懸念される。 

※ 和牛去勢 12/25 3,805 円/kg  

⇒ 4/16 2,655 円/kg △1,150 円/kg（12/25からの下落額） 

⇒ 4/30 2,312 円/kg △1,493 円/kg（12/25からの下落額） 

    １頭当たり 約 180万円/頭 ⇒ 約 110 万円/頭 約 70万円の減収 

 ・飛騨子牛市場において取引価格の下落傾向が見られる。 

    平均価格 3/5 802,594 円/頭、3/6 723,298円/頭 

       ⇒ 5/7 638,974 円/頭、5/8 680,279円/頭 

（今後の見通し） 

 ・JAひだと連携した飛騨牛の販促キャンペーン（クラウドファンディング型）が好調。 

 ・市独自の飛騨牛販促キャンペーン（web 広告）を６月～７月に実施予定。 

 ・提案型緊急雇用対策を活用した飛騨地鶏や経産牛のメニュー開発について、業者啓発。 

 

３ 生活相談の状況 

   延べ相談対応数 52件（5/8現在） 

   〇各種制度内容照会  4件 

   〇資金借入相談対応延べ件数 52件（借入相談者実数 40名） 

    （県生活福祉資金）  

      ・貸付決定済  12件 140 万円 

      ・申請受付済   2件  40万円 

      ・申請予定    5件    

           ・検討中     2件  

    （市生活支援資金）  

      ・貸付実績   7件 210万円 

      ・申請受付済  6件 180万円 

      ・申請予定   4件 120万円 

 

４ 雇用の状況 

  ・市内正規従業員解雇は聞こえていないが、パート従業員解雇・休業は増加している。 

  ・ハローワーク高山（飛騨３市１村管内）（5/11 確認）  

雇用調整助成金等相談 1470件（3/30～5/8） 

    休業計画提出 408事業所（全部がコロナ原因ではないがほとんどがコロナ影響と推測） 

  ・リーマン、東日本震災影響を受けていない（＝経験のない観光・飲食事業所）相談多く、 

   「制度のいろは」から説明のため、1件対応に時間がかかる。（ハローワーク） 
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  （今後の見通し） 

  ・休業計画提出事業所、雇用調整中の事業所は増加。 

・5月休業計画が多く実際の助成金申請・受給時とはタイムラグが生じるため実績が出 

   る 6月頃から増加。 

 

５ デマ等の流布 

・4/2～4/8 

「市内において新型コロナウイルスに感染した人がいる。」という問い合わせ 11件 

「感染症が発生した地域を旅行した人に対する誹謗中傷」 2件 

・4/8 

市長による防災無線「市内で感染者が発生したという噂が流れているようですが、すべ 

てウソ情報＝デマです。」 

・4/9～ この種の問い合わせはない。 

 

６ ホームページによる市民からの新型コロナに関する「困りごと」の収集 

  ・新型コロナに関する市民の影響を直接 HPより収集（5/2～5/11 35件） 

【主な内容】 

（感染防止のこと） 

・体調の悪い時、子どもへの対応、休日夜間の対応など、対応方法が一覧にしてほしい。 

・PCR 検査の実施機関や、感染者の対応可能病院を明確化して頂けたら冷静に対応できると思う。 

（外出自粛に関すること） 

・スーパー、ホームセンター、コンビニ、ドラッグストアなど、混み合っているお店があり心配。 

・他地域ナンバーの車やバイクは市内に入ってきてほしくない。 

・自分が他地域ナンバーの車を運転しているため、スーパーなどに買い物に行くと警戒する視線 

を強く感じる。 

・釣りや山菜採りに来る人が多く、仲間で集まったり、お店に立ち寄ったりすることが心配。 

・人のいない公園で家族だけで遊ぶのもだめでしょうか。 

 

（人権に関すること） 

・感染者やその家族、保育士や医療従事者など、差別や偏見が起きないよう啓発してほしい。 

（保育園に関すること） 

・保護者の休息も必要であり、グループ分けして交代で登園するなど、感染防止対策を工夫して 

行い、保育園を再開してほしい。 

（小中学校に関すること） 

・臨時休校の延長で、小中学校に通う子どもの学力が心配である。 

（高校生家庭支援に関すること） 

・高校生がいる家庭にも支援してほしい。 

（大学生の子どもに関すること） 

・大学に入学した子どもの勉強の遅れが心配である。 
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（子育て全般に関すること） 

・子育て世代にも支援をしてほしい。 

（就職に関すること） 

・今年４月から就職予定だったが、職場が休業で収入に困っており、退職することもできない。

就職者の保証なども検討してほしい。 

（パート・アルバイトに関すること） 

・パートやアルバイトへも休業を補償してほしい。 

・仕事が無く生活が大変だ。 

（製造業への支援に関すること） 

・製造業に対しての支援策はあるのかわからない。また、製造業のアピールも行ってほしい。 

（税等に関すること） 

・収入が激減している人たちはたくさんおり、税や水道料など減額してほしい。 

・軽自動車税の納期が短く、支払窓口も混雑していたため、感染防止のため納期延長等を検討し

てほしい。 

（高校生家庭支援に関すること） 

・高校生がいる家庭にも支援してほしい。 

（消防団に関すること） 

・消防団の定期点検などの活動は通常通り参集して行われており、不安を感じている。 

（区長回覧に関すること） 

・区長回覧について、いろんな人の手に触れるため心配である。 

 

（３）本市の対応状況 

Ⅰ 感染症の予防・拡大の防止対策 

 （１）市民への依頼 

    〇外出の自粛の徹底（「ＳＴＡＹ ＨＯＭＥ」） 

    〇人との距離を保つこと（「ＳＯＣＩＡＬ ＤＩＳＴＡＮＣＩＮＧ」） 

    〇感染拡大を予防する新しい生活様式による行動変容 

   【具体的な実践例】 

    ・外出時のマスク着用 

    ・人との間隔はできるだけ２メートル空ける 

    ・手洗いは３０秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う 

    ・公共交通機関は混んでいる時間は避け、徒歩や自転車利用も併用する など 

 

（２）学校の臨時休業              

・全ての市立小中学校は、５月３１日（日）まで臨時休業。 

・ただし、お子さんだけで過ごすことが困難などの事情がある場合は、これまでどおり各 

学校で受け入れ。（受入時間：８時～１５時） 
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   ・登下校については、保護者の送迎及びスクールバスでの対応。 

※受け入れ登校児童６７名、スクールバス利用３名（5/12） 

   ・６月１日（月）学校再開に向けた「学校再開準備期間」を計画 

    ※「分散型自主登校日」の実施（小学校 4校実施、中学校 3校実施） 

    ※「学習相談日」の実施（小学校 2校実施） 

※自主登校できなかった児童生徒へのフォロー（家庭訪問や電話で対応） 

   ・各学校の対応においては、児童生徒の状況を把握しながら、以下の対応を実施している。 

（児童生徒の心身安定に対する対策） 

担任による家庭訪問、電話、受け入れ登校時の様子の観察 

  関係機関（発達支援センター、子ども相談センター等）と連携し対応 

（学習の不安等への対応） 

課題提示、学習教材・プリントの配布 

個別対応による学習支援（家庭訪問、受け入れ時、メール配信） 

自主的に学習できる情報発信（メール、ＨＰ） 

  学校図書館の利用案内、対応 

（保護者への対応） 

 きめ細かな「メール配信」の実施（学習・生活面）、各校ＨＰより情報発信 

  家庭訪問、電話、学校来校時の「短い時間の情報交流」 

・「子供だけでいる家庭の調査（4/16）」を実施（小学生だけの家庭 241 人）。 

警察にパトロール強化を要請。また、メールによる注意喚起の実施。 

 

（３）放課後児童クラブの臨時閉所             

・放課後児童クラブは、５月３１日（日）まで臨時休室。（4/14～） 

・ただし、お子さんだけで過ごすことが困難などの事情がある場合は、通常どおり各施設 

で受け入れ。（受入時間：１５時～１８時） 

※出席児童２４名（5/12） 

 

（４）保育園の臨時休園                  

・全ての保育園は、５月３１日（日）まで臨時休園。（4/14～） 

・ただし、保護者が仕事等を休むことが困難であるなどやむを得ない事情がある場合は、 

通常どおり各施設で受け入れ。（給食は提供） 

・保育園通園バスの運行については、公立保育園は一部運行。私立保育園は運休。 

※園児登園状況 136人／全園児 604人（登園率 22.5％）（5/12） 

通園バスは、河合・旭保育園のみ運行。 

 

（５）子育て支援センターの臨時休業                  

・全ての子育て支援センターは、５月３１日（日）までの臨時休業。 

 

（６）放課後等デイサービス等の臨時休室 
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・多機能事業所古川やまびこ教室（きゃっち、たっち）、児童発達支援事業所神岡ことばの 

教室は、電話による状況確認とプリント等の郵送による代替サービスに加え、午前・午後で

各１名の受入を開始。（やまびこ教室：5/7 午後～、神岡ことばの教室：5/11～） 

※放課後等デイサービス「きゃっち」の代替サービスとして、Webを利用したプログラム 

 配信を毎週火・水曜日に実施中（4/21～） 

・放課後等デイサービスは、５月３１日（日）まで臨時閉所。（5/12 2箇所 計 8名） 

※お子さんだけで過ごすことが困難などの事情がある場合は、通常どおり受け入れ。 

・日中一時支援事業所については、５月７日（木）から再開。（5/12 1箇所、3名） 

 

（７）市有施設等の休館                                   

・市直営施設及び指定管理施設については、「別紙１」のとおり５月３１日（日）まで休館 

 又は会議室等の貸出を停止。 

なお、既に貸館を予約されている方に対しては、利用の自粛を要請。 

・各地区が所有される公民館等の集会施設については、県及び市の対応を参考にご判断い 

ただくとともに、使用される際は感染防止対策の徹底。 

 

（８）市主催イベントの中止、延期又は規模縮小                   

・市が主催・関与するイベント等について、５月３１日（日）まで原則として中止、延期又 

 は規模縮小。 

・市民や団体等が主催するイベント等については、市ホームページに掲載しています「新 

型コロナウイルス感染症対策実施チェックシート」をご活用いただき、記載の各項目の 

実施を徹底できているかどうか確認のうえ、中止、延期又は規模縮小の検討を依頼。 

 

（９）医療機関等、社会福祉施設における感染症予防対策の徹底         

・社会福祉施設等は休止の要請はしていませんが、これまで以上の徹底した感染・まん延 

防止対策を要請。 

・老人福祉センター割石温泉については、原則休館とするが、障がい者浴室を利用される 

方、自宅でお風呂に入ることに支障がある方のみ、限定的に利用可能とする。（火～日曜 

日、10:00～15:00） 

・高齢者、障がい者が入所する社会福祉施設における感染症防止対策を推進するため、マ 

スクや手指消毒用エタノールが不足する施設に対し、市から必要量を提供。 

 

（10）マスク等の不足への対応 

・サージカルマスク（5月 13日現在） 

    調達 １２３,０００枚  支給 ２８,２０５枚  在庫 ９４,７９５枚 

     調達先：当初からの備蓄（26,000）、購入（50,000）、経営者懇談会寄贈（10,000）、アル

プス薬品工業㈱寄贈（26,000）、青島泰東製薬有限公司寄贈（10,000）、すみれリ

ビング（1,000） 

     支給先：飛騨市医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉施設等 
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（今後の見通し） 

月消費量（医療機関・福祉施設へのニーズ調査より）：約 25,000枚/月 

      入手困難な状況に備え、流通に配慮しながら 10万枚を備蓄する。 

 

 ・消毒用アルコール（5月 13日現在） 

    調達 ４７２ℓ  支給 ３８６ℓ  在庫 ８６ℓ 

     調達先：購入（127）、アルプス薬品工業㈱（345） 

     支給先：飛騨市医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉施設、市有施設等 

（今後の見通し） 

月消費量（医療機関・福祉施設へのニーズ調査より）：約 300ℓ/月 

          厚生労働省から直接医療機関等へ 900ℓ支給（５月中） 

        厚生労働省からの優先支給や代用エタノールの無償配布により、当面の 

供給は確保されると推測される。また、医療機関等に向けた特例措置に 

よる新たな流通に配慮しながら、不足分を確保する。 

 

（11）岐阜県新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金への対応【第５弾】 

岐阜県の緊急事態措置による休業等要請（4/18～5/6）に全面的にご協力いただい 

た事業者の皆様に対する「岐阜県新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金」につ 

いて、県 2/3、市 1/3の費用負担により１事業者あたり５０万円を県から支給。 

※申請期間：4/23～5/20 支給開始：5/8 から順次 

 

（12）市内事業者との連携による建物消毒体制の強化（対策第４弾） 

全国的な新型コロナウイルス感染拡大により、市内において万が一感染が発生し 

た際、速やかな消毒対応を行えるよう市内事業者との連携により、感染者の消毒作 

業費用に対し個人は 2/3、事業者は 1/2を支援することで、感染の拡大を防ぎます。 

※一般社団法人岐阜県ペストコントロール協会と「災害等発生時における防疫活動の協

力に関する協定書」締結（5/8）、感染が確認された場合、関係する住宅や施設を速や

かに消毒できる体制を整備 

 

（13）飛騨市役所フリーアドレス化による３密対策の強化（対策第４弾） 

飛騨市役所内でのまん延防止を図るため、空いている会議室等を活用し Wi-Fiを 

整備するなどフリーアドレス対応が可能な環境を整備し、執務中の密集・密接を回 

避します。 
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Ⅱ 新型コロナに負けずに頑張る市民への支援 

（１）急激な市民生活の変化に対する支援 
 

① 特別定額給付金（国事業）への対応【第５弾】 

国による緊急経済対策に基づき、4 月 27 日時点で飛騨市の住民基本台帳に登録されて

いる方を対象に、1 人一律 10 万円を給付します。迅速な給付に向け企画部内に特別定額

給付金室を設置するとともに、５月 11 日から各世帯主へ申請書を順次郵送し、申請を受

付後、早ければ５月中旬から順次給付を開始していきます。 

※特にお急ぎの方及びオンライン申請：5/1 受付開始、5月 11日以降順次給付 

郵送申請：5/11発送、5/15 以降順次給付 

〇給付対象者数：23,607 人（うち基準日後登録者 1人） 

〇受給権者数： 8,954 人（世帯主） 

〇これまでの申請・決定状況 

・5月 7日給付決定 71件 20,400千円（入金日5/11）※うちオンライン申請13件 

・5月 8日給付決定 45件 13,400千円（入金日5/12）     〃    10件 

・5月11日給付決定 70件 18,000千円（入金日5/13）     〃    10件 

・5月12日給付決定 16件  6,500千円（入金日5/15）     〃     6件 

・5月12日給付決定  9件  1,600千円（入金日5/18）     〃     6件 

合 計   211件 59,900千円 

 

② 子育て世代への臨時特別給付金（国事業）への対応【第５弾】 

国による子育て世帯の生活を支援する取り組みの一つとして、低～中間所得者層の 

児童手当を受給する世帯（０歳～中学生のいる世帯）に対し、児童 1人あたり１万円 

を支給します。 

※一般支給対象者：６月の児童手当の支給に合わせて支給 

公務員支給対象者：７月以降 

 

③ 新型コロナウイルス感染症傷病手当金の創設【第５弾】 

国民健康保険及び後期高齢者医療加入者が、新型コロナウイルス感染症に感染する 

などし、療養のため働くことが出来なくなった場合に、標準報酬日額の 2/3 に相当す 

る「傷病手当金」を支給します。 

 

④ 市外で学ぶ学生応援！飛騨のうまいもんお届け大作戦の開催【第５弾】 

古川町商工会との協働により、故郷への帰省や外出の自粛を余儀なくされている飛 

騨市出身の学生を応援するため、1,000円で飛騨のお米やお惣菜、ラーメンなどを全国 

の学生のもとへお届けするキャンペーンを行います。 
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⑤ 飛騨市新型コロナウイルス感染症総合相談窓口の開設【第５弾】 

      市民の皆様からの生活や雇用、事業の資金繰りなど、様々な支援制度のご相談に対 

応できる相談窓口を飛騨市役所１階税務課横に開設します。           

【開設時間】 平日 8:30～17:00 

【専用電話】 0577-62-9200 

※電話相談 54件、窓口相談 23件（5/12現在） 

【電話相談】 

・生活資金に関する相談（35件） 

・事業継続に関する相談（1件） など 

【窓口相談】 

・生活資金に関する相談（17件） 

・事業継続に関する相談（4件） 

・就労に関する相談（1件） など 

 

⑥ “返済免除付き”生活支援資金貸付制度（対策第２・４弾） 

収入減少により、生活に支障をきたしている方に対し、一時的な生活資金を最大 30 

    万円無利子で貸し付ける制度について、返済免除要件を中心に貸付要件を大幅に緩和、 

拡充しました。 

※申請実績=15件（5/8現在） 

    

⑦ 住宅確保給付金（国制度）への対応（対策第４弾） 

離職・廃業等により住宅を失う恐れが生じている方に対し、所要の求職活動等を要 

件に家賃相当額の支給を行う住宅確保給付金（国制度）について、今般の新型コロナ 

ウイルス感染症の影響のための休業等に伴う収入減少となった方も給付を受けられる 

よう対象範囲が拡大されました。 

※実績=１件、相談２件（5/8現在） 

 

⑧ 市税等の猶予要件の緩和（対策第３弾） 

収入の減少により一時に市税（市県民税・固定資産税・軽自動車税等）、国民健康保 

険料、後期高齢者医療保険料、介護保険料、市営住宅使用料、水道料、下水道等使用 

料、保育料、情報施設使用料、育英基金償還金を納められない事業者等に対する納付 

の猶予要件を緩和します。 

※実績=１件、相談１１件（5/12現在） 

 

（２）学校休業に伴う児童生徒等への支援 
 

① 小中学校の臨時休業に係る家庭学習・生活支援 DVD の作成【第５弾】 

児童生徒の家庭での学習・生活を支援するため学年に応じた内容（コンテンツ）の 

DVD を作成し、５月２５日までを目途に全児童生徒へ順次配布します。なお。DVD視聴 
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環境のない家庭には、市から DVDプレイヤーを無償で貸し出します。 

 

② 子どもの居場所づくり事業の拡充（終了）（対策第１弾） 

学校休業に伴う給食の代替支援として、子どもに食事の提供を行う団体、事業者に 

その事業に係る費用の一部を助成するため、補助額を 1食あたり 300 円から 500円に 

拡充し令和２年３月９日から４月３日まで「子ども食堂」を実施しました。 

※子ども食堂 3/9～4/3（20日間開設） 計 1,938 食を提供 

    市内 10食堂開設（古川 6、神岡 2、河合 1、宮川 1） 

 

（３）離職・休業等に対応する緊急雇用対策 
 

① 市の直接雇用による緊急雇用創出（対策第４弾） 

コロナショックにより離職等を余儀なくされた方の働く場所を確保するため、市の 

非常勤職員（会計年度任用職員）として計２０人を採用する緊急雇用対策事業を実施 

します。 

※実績=５名採用（5/12現在） 

    

② みんなで仕事づくり応援パッケージ（対策第４弾） 

コロナショックにより離職や休業を余儀なくされた方の働く場所を確保するため、 

市内事業者等が離職者等を臨時的に雇用された場合、１時間あたり 880円の人件費を 

支援するとともに、市民の皆さんから仕事づくりのアイディアを広く募集し、市から 

委託事業として人件費に上乗せして最大 50 万円の事業費を支援します。 

・緊急市民雇用奨励金制度  

申請５件（雇用予定者５名） 

・緊急事業創出支援制度（新規事業提案型）  

申請なし 

・事業継続支援制度（代替事業提案型） 

決定１件（宿泊業７名）、申請３件（従事予定者４名） 

 

③ 飛騨市雇用調整支援金（対策第２弾） 

事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、一時的に社員に対して休業等を取得さ 

せ、支払った休業手当・賃金等に公共職業安定所の雇用調整助成金を活用した場合に市は

企業の自己負担分を全額補助します。 

※実績=０件、相談２０件（5/8現在） 
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Ⅲ 急激な経済環境の変化に対応した市内経済の維持 

 

（１）市内需要喚起による事業者への支援 
 

① 飛騨市史上最大級の”飛騨市プレミアム商品券”の発行【第５弾】 

国の特別定額給付金を活用して、その約半分を市内経済循環にご利用いただけるよ 

う、プレミアム率 20％、子育て世帯にはさらにプレミアム率をアップするなどの支援 

策を盛り込んだ、総額約 12億円の経済効果を見込む飛騨市史上最大級のプレミアム商 

品券を発行します。（6/1～11/30） 

 

② 金融機関と連携した”飛騨市プレミアム電子地域通貨”の実施【第５弾】 

国の特別定額給付金を活用して、その一部を市内でご利用いただけるよう飛騨信用 

組合と連携し、同組合が発行する電子地域通貨「さるぼぼコイン」を活用したプレミ 

アム率 20％の“飛騨市プレミアム電子地域通貨”を実施します。（5 月下旬～7月末） 

 

③ 緊急経済対策住宅リフォーム補助制度の創設【改革】 

現行の「住宅性能向上リフォーム補助金」を見直し、対象工事の追加や補助率を 1/2、 

上限を 30万円に大幅拡大した「“緊急経済対策”住宅リフォーム補助金」を、令和２ 

年度限定で実施します。（5/18～） 

※ 相談=64 件（電話 44件、窓口 20 件）（5/12時点） 

 

④ 飛騨市まるごと”テイクアウト”職員食堂キャンペーン（対策第１・４弾） 

地域消費への一助、職員のメンタルヘルス対策を目的として、飛騨市職員親睦会か 

ら提案をいただき、市職員が市内飲食店での昼食を取るなどを積極的に行うキャンペ 

ーンを開始（3/9～）しました。今後は、テイクアウトや仕出し弁当・出前を推奨する 

「飛騨市まるごと“テイクアウト”職員食堂キャンペーン」へ改革し実施します。 

 

⑤ 飛騨市宿泊事業者緊急対策事業（対策第２弾） 

飛騨市民または飛騨市民を代表とした複数人が市内宿泊施設に宿泊した場合に、宿 

泊施設に対して 3,000～5,000円補助します。期間は令和２年 3月 16 日～6月 30日ま 

でです。※現在は飛騨市民のみを対象に限定しています。 

※4月分実績=71件、343千円補助、3月分実績=268 件、1,281 千円補助 

 

 ⑥ 飛騨市プレミアム食事券（第２・４弾） 

   イベントや宴会等の自粛を受け、売り上げが急減している飲食店業界を対象に、プレミ

アム率 20％のプレミアム食事券を発行（4月 10日～5月 31日対象）。 

  ・各店舗が独自に発行する“予約”食事券等の購入を可能とするよう使途を拡大。 

   商品券の販売所は、市役所、各振興事務所、取扱店舗（一部）に拡大。 
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※５月８日現在販売数＝3,080冊（15.4％） 

 

（２）事業者等への強力な資金繰りの支援 
 

① 畜産・酪農農家向け利子補給制度の創設（対策第４弾） 

市内の肥育農家、繁殖農家、酪農農家が今後も安定して事業継続してもらえるよう、 

農業経営改善に係る融資を受けた農家の資金融資に対し３年間全額利子補給する制度 

を新たに創設するとともに、これまで市が実施していた牛導入基金の償還について１ 

年間猶予します。 

※実績=0件、相談 2件（5/8現在） 

 

② 飛騨市コロナウイルス対策特別融資制度（対策第３弾） 

経営を圧迫されている個人・法人の経営安定や、新型コロナウイルス対策を踏まえた新た

な事業にチャレンジする事業者の支援を目的に、利子（3 年間）、信用保証料の全額を市が

補給する特別融資を創設し、市、金融機関、商工団体が連携して対応します。 

※実績=９件、相談１５件（5/8現在） 

 

③「返済ゆったり資金」に対する利子補給制度（対策第３弾） 

新規借入が必要となった事業者の方が、岐阜県制度融資「返済ゆったり資金」を利 

用された場合に、支払利子の一部を補給することにより資金繰りの円滑化を図ります。 

「返済ゆったり資金」は既存の県制度融資の借入と１本化して追加融資を実行する 

制度で、新規に借り入れるより月々の約定返済額の増加を抑えることが可能です。 

   ※実績=０件、相談２件（5/8 現在） 

 

④ 「新型コロナウイルス感染症対策資金」「危機関連対応資金」に対する保証料 

補給制度（対策第３弾） 

新型コロナウイルス感染症の影響により、経営を圧迫されている個人、法人の経営 

安定を目的に、同ウイルス対応の県制度融資について、保証料を全額補給し事業者の 

資金繰りを支援します。 

※実績=０件、相談２件（5/8現在） 

 

⑤ 飛騨市中小企業経営安定資金融資制度（対策第１弾） 

経営を圧迫されている個人・法人の経営安定を目的として、中小企業経営安定資金 

融資制度の対象要件に「新型コロナウイルス感染症の影響により売上等が減少した事 

業者」を追加するとともに、信用保証料１/２補給の特例をします。 

  ※実績=７件、相談２０件（5/8 現在） 
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（３）不屈の精神で立ち上がる事業者への支援 
 

① ステイホーム支援サービス緊急推進補助制度の創設（対策第４弾） 

緊急事態宣言による「STAY HOME」を推進し市民の外出自粛生活を支援するため、自 

社の飲食物・商品の配達やサービスを訪問提供する事業者の配達等に対し１日 3,000 円 

を定額補助する制度を新たに創設します。事業者の事前登録制とし、令和２年４月２７ 

日から受付開始し、６月３０日まで実施します。 

※実績=３８件、相談６０件（5/8 現在） 

  

② インターネット環境整備事業の補助額拡大（対策第２弾） 

ネットショップ開設・出店を検討する事業者に対し、飛騨市商工業活性化包括支援事 

業のインターネット環境整備事業補助金について、上限額を 50万円に拡充するととも 

に下限額５万円を撤廃します。 

※実績=５件、相談１０件（5/8現在） 

 

③ 飛騨市新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対応販売促進事業支援制度（対策第３弾） 

売上げが減少している小規模事業者等が行うテイクアウトや出前等を始めるための 

備品や消耗品の購入、看板や案内表示の製作、リーフレット・チラシ等の印刷や宣伝な 

ど、さまざまな誘客活動の取り組みに対し、最大 20 万円を補助し、コロナショックに 

よる経済の停滞に対する事業者の企業努力を後押しします。 

期間は令和２年 4 月 15日から 6月 30日までです。 

※実績=２１件、相談４０件（5/8 現在） 

 

④ 飛騨市起業化促進補助制度の補助率拡大（対策第３弾） 

飛騨市を拠点とし、新型コロナウイルス対策を踏まえた新たな事業などを起業しよう 

とする方を支援する制度について、補助率を 1/5以内から 2/3 以内に拡大し、新たな事 

業へのチャレンジを支援します。期間は令和２年 4月 15日から令和 3年 3 月 31日まで 

です。 

※実績=３件、相談８件（5/8現在） 

 

⑤ 飛騨市店舗リニューアル補助制度の補助率拡大（対策第３弾） 

新型コロナウイルス対策を踏まえた新たなビジネスに向けた取り組みを支援するた 

め、店舗等のリニューアルに対する補助制度の補助率を 1/3 以内から 1/2以内に拡大 

し、店舗の魅力アップや新型コロナウイルス対策のための改装、他業種への転換等を支 

援します。 

期間は令和２年 4 月 15日～令和 3年 3月 31日までです。 

     ※実績=４件、相談６件（5/8 現在） 
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（４）インターネット等を活用した販売促進 

 

① 飛騨牛を食べよう！贈ろう！キャンペーンの開催【第５弾】 

飛騨牛の流通鈍化による更なる枝肉価格の下落を防ぐため、インターネットを活用し 

た広告や専用キャンペーンサイトを作成し、全国へ飛騨牛の魅力を発信する「飛騨牛を 

食べよう！贈ろう！キャンペーン」を、６月から７月末まで開催します。 

 

② おうちで飛騨市満喫キャンペーンの開催（対策第４弾） 

売上が減少している市内事業者の売上向上と飛騨市ファンの拡大を目指し、令和２ 

年５月１日からの１ヶ月間、市産品の通信販売にかかる送料を１件あたり最大 1,000 円 

まで市が負担する期間限定の販売促進キャンペーンを実施します。 

     ※実績=3,616 件、売上 1,358 万円（5/1～5/10 実績）参加事業者：26 

 

③ 飛騨市に来られないご家族・ご友人に飛騨から愛を贈ろうキャンペーンの開催 

（対策第４弾）                                          

仕事や学業で市外に住むご家族や親類の皆様が、ゴールデンウィークの帰省を自粛さ 

れ、飛騨市に帰ってこられなくても飛騨市を感じてもらえるよう、市民がご家族に特産 

品詰め合わせを贈るキャンペーンを、飛騨市と飛騨市観光協会の連携により実施します。 

ゴールデンウィーク前の令和２年４月 30日から順次発送し、送料、箱代を全額支援し 

ます。 

     ※実績=180 件、901 千円（5/8 現在） 

 

④ 飛騨市物産展 on Ｗeb キャンペーン（一部終了）（対策第２弾） 

観光物産展での売上減少や全国各地で予定されていた催事中止の状況を受けて、イン 

ターネット環境の整っている小売業者を対象としたウェブキャンペーンを実施し、目標 

額を大きく上回り達成しました。 

⑴ふるさと納税ページ上での『なくなった物産展をウェブ上で楽しめ、飛騨市を応援 

できるキャンペーン』 

      ※対象商品 27品目、寄付件数:739 件、寄付額：15,423,000 円（4月末現在） 

⑵飛騨市観光協会や飛騨信用組合と連携し、クラウドファンディングページ上での『物 

産展を実施できなかったため、ウェブ上で楽しんでいただきご自宅にお届けします 

キャンペーン』 

※クラウドファンディング（3/19～4/12）の実績 支援者 460 人、2,387,180 円 

 

⑤ 「飛騨市の酪農家を守ろう」キャンペーン（終了）（対策第１弾） 

学校休業に伴い行き場のなくなった牛乳の消費拡大を図るため、市職員や市民・事業 

所の皆様に購入を呼び掛けるキャンペーンを行いました。この取り組みに市内はもとよ 

り全国の皆様からご協力をいただき、生乳についてはほぼ解消の目途が立ちました。 


